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2025年度カリキュラムツリー
人文社会学部
経営学科（通信教育課程）①

DP1：幅広い教養を身につ
け、現代社会の諸課題を的
確に把握し、その対処の仕
方を見いだすことができる。

DP3：経営学分野の基礎
的な知識と技能を身につ
け、物事を論理的・客観的
に考察することができる。

DP4専門分野の職業人として、経営学はもとより
ほかの関連科目において修得した専門知識・技
能を、持続可能性が求められる社会のさまざまな
場面において課題解決に役立てることできる。

教養科目 経営専門基礎科目 経営専門科目

●：必修 △：選択必修 ■：学芸員課程関連科目 □：司書課程関連科目
◆：社会教育主事課程関連科目  ◇：社会福祉主事課程関連科目

経営学●
経済学入門
簿記△

簿記演習△
比較経営史
経営数学
法学概論
社会学◇

ﾌﾚｯｼｭｾﾐﾅｰ
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ●
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ
実用英語Ⅰ●
実用英語Ⅱ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ実践演習●
人間と宗教
地球環境と防災
人文地理学概論

就職支援
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ理論
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
人間関係論
自然地理学概論
障害福祉◇
国際情報（経済）

社会保障
公的扶助
産業環境論
老人福祉◇
児童福祉◇

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
統計学

経済学
会計学●
日本国憲法
会社法

経営情報技術●
企業と広報
販売管理

民法・商法

企業とOJT
企業ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
企業と情報法制

経営・経済法

心理学◇
国際情報（政治）
歴史文化概論
地誌学概論
日本史概論
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

DP2：現代社会のさまざまな場面に
おいて、身につけた語学力、情報
処理能力、コミュニケーション能力
などを適切に発揮することができる。

情報専門科目

プログラミング
OA機器
情報システム
情報科学論
情報文化論

ハードウェア基礎
ネットワーク演習
情報通信ｼｽﾃﾑ
情報社会と倫理
情報と施策
情報文化史

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ論
人工知能
ｼｽﾃﾑ監査

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ演習
応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ回路Ⅰ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ回路Ⅱ

情報社会と職業
ﾒﾃﾞｨｱの活用
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ工学
ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞﾘｻｰﾁ

財務管理ｼｽﾃﾑ
経営管理論
監査論
人材開発
ｵﾌｨｽｽﾀﾃﾞｨ

情報ﾘﾃﾗｼｰ演習・
ＤＳ概論●
人間・思想・生活
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論◆
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ実技Ⅰ
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ実技Ⅱ
生涯学習論■□◆

DP5：人間愛に基づく公共的使命
感や倫理観及び責任感をもとに、
社会の発展に自立的・主体的に貢
献することができる。

社会思想史
社会福祉総論◆◇
世界史
食の文化史
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カリキュラムツリー
人文社会学部
経営学科（通信教育課程）②

教職課程 司書教諭課程 司書課程

総合的な学習の時間の指導法
教育実習Ⅰ
介護等体験Ⅰ
介護等体験Ⅱ

教職概論
教育原理
発達と教育の心理学
教育制度論
教育課程論
メディアと教育

特別の支援を必要とする子どもの理解
教科教育法（商業）Ⅰ
教科教育法（商業）Ⅱ
教科教育法（社会）
教科教育法（社会・地理歴史）Ⅰ
教科教育法（社会・地理歴史）Ⅱ
教科教育法（社会・地理歴史）Ⅲ
教科教育法（社会・公民）Ⅰ
教科教育法（社会・公民）Ⅱ
教科教育法（社会・公民）Ⅲ
教科教育法（情報）Ⅰ
教科教育法（情報）Ⅱ
道徳教育の指導法
特別活動の指導法
教育方法・ＩＣＴ活用論
生徒・進路指導法
教育相談

教育実習Ⅱ
教育実習Ⅲ
教職実践演習（中・高）
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学芸員課程

情報資源組織演習 博物館実習
児童福祉
老人福祉

図書館情報技術論

図書館情報資源概論
図書館基礎特論
図書館情報資源特論

博物館経営論
博物館情報・ﾒﾃﾞｨｱ論
博物館教育論

生涯学習支援論
社会教育経営論
社会福祉総論
情報文化論

社会福祉総論

図書館制度・経営論
情報サービス論
情報サービス演習
情報資源組織論
図書館サービス特論

博物館資料保存論
博物館展示論

社会教育実習
社会教育演習
青少年活動論

障害福祉

生涯学習論
図書館概論
図書館サービス概論
図書・図書館史

学校経営と学校図書館
読書と豊かな人間
メディアと教育

図書館情報資源概論
学習指導と学校図書館

情報資源組織論

生涯学習論
図書館概論
博物館概論
ボランティア論

生涯学習論
博物館概論
博物館資料論

心理学
社会学

社会教育主事課程 社会福祉主事課程
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